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～わかちあいでわかりあう～
「大井バプテスト教会」が
「１０年後、こうなっていたらいいな」
という姿を、皆で考えたい
Q：なぜ１０年後？
→人の役割が変わる
例：今生まれた子が小学４年生、小学科に入ってくる

今の中学生が勤め人になるなど、状況・環境の変化が大きい

→「１０年」は振り返ることができる範囲
（１０年前に決心したことを私たちは忘れがち）
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突然「10年後の姿を」と言われても…

Q１：何から考えたらいいかわからない

Q２：以前も「将来の教会の姿」を考えた気がするが

どんなことを言ったのか思い出せない

Q３：「教会」という主語で考えるのが難しい
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10年後を考えるために必要なこと

A１：「現状」を知る。現状を知るために「歴史」を知る。

A２：過去、私たちはどんな姿を望み、その結果、

何が起きたかを検証する

A３：大井バプテスト教会の「柱」を確認する

→根本の「救い、信仰、伝道」のわかちあいも
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過去、どんな提言があったのか

2016年度実施「現在を知り、将来を考えるためのアンケート」

・多様な人々が～ ・若い人も～ ・地域に開かれ～

・優しさに満ちた～ ・日本が抱える議題に～

・寛容で互いを尊重し合い～ ・バプテスト教会・会衆教会

・喜んで元気に～ ・聖書の学びを～ ・祈り合う～

・聖霊にあふれた～ ・子どもを大切に～

・新しい何かを起こされたい
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2016年版
「伝道開始100年に向かって
取り組んでいること」

• 牧師招聘＝青少年に関わる信徒を御言葉で励まし、支える

• 新礼拝堂建築＝安全を確保し、命を守るための施策

• 教会学校、アッパークラス再編
＝若者の減少、性的マイノリティーに対する配慮、
牧会の役割と学びの場のバランス、奉仕者の不足
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その後、どうなったか

•牧師招聘 →広木愛牧師招聘、退任

•新礼拝堂建築→コロナを乗り越えて建つも、建築献金の課題

•教会学校、アッパークラス再編→コロナという不測の事態
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10年後を思い描くために必要なこと

①大井バプテスト教会の「三本柱」についての学び

・教会学校 ・教会音楽 ・あけぼの幼稚園

②バプテスト主義についての学び
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わかちあいスケジュール
• 6月25日 「教会学校」についてのわかちあい

• 7月30日 「教会音楽」についてのわかちあい

• 8月27日 「あけぼの幼稚園と教会」についてのわかちあい

• 9月24日 「バプテスト主義」についてのわかちあい

• 10月29日 各科で話し合い①

• 11月26日 各科で話し合い②

• 12月24日 アンケート実施

• 2024年1月 まとめを発表

※第4、５週礼拝後の予定しています。
但し、教会スケジュールにより日程が変更する場合もございます。
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わかちあいを終えた私たちは…

・奉仕者として立てることに心から喜びを感じられる

・個人の祈りとバプテスト主義を大事にしながら、

伝道の場としての教会をより活かすことができる

・今よりも「伝道のために新しく何かを
はじめよう！」と ワクワクできる
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Lineで出来ること

・資料の事前確認
・スマホでアンケート入力
・わかちあい情報共有
・ペーパーレスでコスト削減
・環境にやさしいエコ活動

Lineご利用できる方
長計 Line登録お願いします

紙の資料もご用意しております
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